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１. 環境先進国スウェーデン
＜身近なスェーデンの企業＞ 持続可能な暮ら

しの実現のため、
社会にポジティ
ブな影響を与え
る
IKEA ㏋より一部引用

クライメイト
ニュートラルの
実現
VOLVO ㏋より一部引用

●20世紀前半に自然資源(銅,鉄,木材,水等)を活用し工業化
●工業化で自然環境が破壊、他国より早く環境意識が生れる
●環境サイクル（持続可能性）が中心の環境教育が盛ん
●環境改善で得たノウハウ活かし、環境技術の開発・普及・
輸出を振興する国家機関により、環境技術を国際的に広め、
スウェーデン企業の競争力向上と資金を得る

●先進的な環境対策は、スウェーデン国、および企業の大き
な特徴、並びにブランドとなり、スウェーデンの発展、国
際競争力拡大に大きく寄与していると考えられる

＜環境意識の背景と効果＞
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２. イェーテボリ港における持続可能な港への取り組み
＜持続可能性の目標と取り組み＞

[目標]イェーテボリ港は、スカンジナビアの海上輸送の物流
拠点としての地位の確立

[使命]イェーテボリ港湾会社は、強靭で効率的で持続可能な
スカンジナビアの物流拠点を整える

● 3つの側面の間のバラ
ンスを保ちながら持続可能な港湾経営を目指す。

●持続可能の取り組みと、目標達成状況を明確にするための
「サステナビリティーレポート」を作成

● 「世界的に見てイェーテボリ港は巨大な港湾ではなく、取
扱量は100位程度であるが、港のサステナビリティーにお
いてはトップ10に入っている。」

● 「これにより(海運や荷主を含めた）世界の市場や港湾の
国際団体の中で強い発言権を持つことができる。」

イェーテボリ港湾会社

＜持続可能性（サステナビリティー）の重要性＞
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２. イェーテボリ港における持続可能な港への取り組み
＜サステナビリティーレポートとは＞
●会社が持続するために必要な「経済的責任」「環境的責任」
「社会的責任」の重要な事項に対し、持続可能性の課題に対
する状況を分析し、伝えるための報告書
●毎年作成され、イェーテボリ港では、ホームページへの掲載
、港湾施設等に置かれ、誰にでも見ることが出来る

●イェーテボリ港の取り組みを広くアピールし、先進的かつ安
心して利用できる港であることを示す効果があると考える

港湾厚生施設（食堂）におかれた
サスナビリティーレポート

サスナビリティーレポート
イェーテボリ港湾会社
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＜サステナビリティーレポートの作成＞
２. イェーテボリ港における持続可能な港への取り組み

●2015年の国連サミットで採択された「持続可能な開発のた
めの2030アジェンダ」に記載された2030年までの国際目標

●持続可能な世界を実現するための17の項目、169のサブゴー
ルから構成された「持続可能な開発目標（SDGs）」が基

●イェーテボリ港湾会社ではこの内で関連する14の項目と40
個のサブゴールが目標としている。

我々の世界を変革する：持続可能な開発のための2030アジェンダ（SDGs）
出典 国際連合広報センターＨＰより
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＜サステナビリティーレポートの作成＞
［ステップ1：識別］
●会社の原動力、競争相手、イェーテボリ市の目標などに基づ
き17項目のリストを作成

［ステップ2：優先順位］
●利害関係者と優先項目について意見聴取や討議
●17の項目について市や関係行政機関、港湾会社の経営陣から
要望、要請を聞き優先度をまとめる

●国際ワークショップを2回開催、項目の絞り込み
●港湾経営や港湾を介するバリューチェーンへの影響を明確化
● GRI※に基づいて項目ごとに相応しい指標を選択
［ステップ3：確定、モニタリング］
●最終案について港湾会社経営陣で審議し確定
●確定後も、港湾関係者に提示し、各目標項目の達成状況につ
いて、評価、検証を続けていく

２. イェーテボリ港における持続可能な港への取り組み
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＜サステナビリティーレポート主要項目＞
分野 持続可能性の項目 2025年における目標

経済的責任 顧客満足
物流拠点としての開発
財務の安定
労働倫理

•市場の中で平均以上の成長
•スカンジナビアで最も多くの路線を
選択できる強力な物流拠点

•安定的で持続可能な利益をもたら
すことが可能な財務体制

環境的責務 気候
生物多様性
大気排出
資源効率

・革新的に持続可能な輸送への貢献
し、港の環境への影響を市の地域
の環境目標に必要な範囲まで削減

社会的責任 作業環境 、安全衛生
多様性と平等
非差別
能力の開発
排除の削減

• 持続可能な港としての開発を推進
する従業員と技術をもった会社

•社会的責任を果たし、地元の雇用に
貢献し、魅力的な職場環境を構築。

出典 GOTHENBURG PORT AUTHORITY – SUSTAINABILITY REPORT 2018訳

２. イェーテボリ港における持続可能な港への取り組み
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３. イェーテボリ港における環境への取り組み
＜環境への取り組みに対する意識＞

GOTHENBURG PORT AUTHORITY
SUSTAINABILITY REPORT 2018

●
イェーテボリ港湾会社

●
イェーテボリ港湾会社

（１） 船舶からの騒音
（２） 船舶からの廃棄物
（３）トラック交通による影響の軽減（鉄道）
（４） 陸電供給OPS（On-shore Power Supply System）
（５） モバイルクリーニングシステム
（６） 自然環境の保護
（７） カーボンオフセット（気候中立）
（８） ＬＮＧバンカリング
（９） 環境割引

＜環境への取り組みの具体例＞
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＜陸電供給OPS（On-shore Power Supply System）＞
・1989年低電圧による供給をフェリー,RO-RO船に対し実施
・2000年世界で初めての高電圧による陸上電力供給を実施
●電気料金（現在）

1kWhあたり0.03SEKの減税（0.28SEKから0.25SEK）
電気料金は船側の負担

●陸電設備の整備費（現在）
国とEU からの助成金、既存技術の場合は30%新たなシス
テムによるものの場合は50%

●コンテナ船への対応
入港船舶がOPSに未対応のため対応
していないが、将来は供給する

３. イェーテボリ港における環境への取り組み

Onshore power supply at 
the Port of Gothenburg
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＜ＬＮＧバンカリング＞
・2016年9月 最初のバンカリングを停泊地にて実施
・2018年6月 LBG(液化バイオガス)のバンカリングをタンク
ローリーから実施

・運用マニュアル、作業手順等を作成、
●今後の整備
パイプラインから直接バンカリングを行える設備を整える
プロジェクトが進行。パイプラインはEU のサポート（1 
億8700 万クローネの助成金）を受け、スウェーデンのガ
ス供給会社が整備

●ＬＮＧ船へ対する環境割引
LNGで運航する船舶の港湾使
用料金の10％が割引される。

(2019年まで20%）

３. イェーテボリ港における環境への取り組み

出典：www.portofgothenburg.com 10



＜環境割引＞
●良好な環境性能を有した船舶に対して、港湾使用料金の

10%割引を実施

●2つの環境インデックスが割引の基準
CSI：星が４つ以上で適用

クリーンシッピングインデックス
スウェーデンの非営利団体Clean Shipping Projectにより開発

ESI：スコアが30ポイント以上で適用
環境シップインデックス
IAPH主導のもと世界の港湾が結成したWPCIが運用

●2018年には156隻（31%）の船舶がこの環境割引の適用

３. イェーテボリ港における環境への取り組み
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４. 考察
＜イェーテボリ港の持続可能な発展への取組み＞
●イェーテボリ港湾会社では「持続可能性」を事業全体に不可
欠な、港湾経営の最重要事項と位置付け

●国連が提唱したSDGsを基に作成した「サステナビリティレ
ポート」の目標項目として、環境対策、物流効率化、施設整
備、労働環境の改善など、先進的でかつ多岐にわたる取り組
みを進め、内外に提示

●「サステナビリティーレポート」を軸とした持続可能な港湾
戦略は、環境に最も配慮し、将来に渡り安定、かつ発展して
いく港であることを世界に示し、他のスウェーデン企業と同
様、世界の中では小規模なイェーテボリ港の存在感を大きく
している
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＜日本の港湾の対応（サステナビリティレポートの活用））＞
●SDGsに準拠し作られるサステナビリティレポートは、グロー
バル企業の多くが作成、公開し、世界標準となっている

●企業が目指すもの、取り組みが一目瞭然でまとめられている
●サステナビリティレポートは、港で個々に行われている環境
対策、港で行っている取組などを、包括的に世界に伝えるツ
ールとして活用できる

●港湾経営を持続可能なものにするには、幅広い利用者との直
接対話、国、港湾管理者と連携した計画、施設整備が必要

●サステナビリティレポートの作成担えるのは、国、港湾管理
者とともに港の運営を掌る港湾運営会社が適任

●港湾利用者との直接的な窓口の役割と、施設整備の中心的な
港湾運営会社は、利用者の目線で、サプライチェーンを意識
した、サステナビリティレポートの作成が可能。環境対策と
物流の効率化を目指す持続可能な港湾経営が実施出来る

４. 考察
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ＯＮＥのサステナビ
リティーレポート
英語版がＨＰで公
開されている。
（日本語版無し）

大手サステナビリ
ティ投資会社発行
の「Sustainability Yearbook 2017」に掲載されて
いる企業 32カ国の470社のうち、53社が日本企業
これはアメリカの70社に次ぐ会社数（DJSI指標）

（アメリカ70社、日本53社 イギリス42社）

出典ONE HP https://jp.one-line.com/
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ご清聴ありがとうございました。
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